青森県栄養士会会員の研究活動をご紹介します。
次世代に伝え継ぐ　「日本の家庭料理」研究活動

Ⅰ．概　要  

（一社）日本調理科学会は、2012年より10年間、全国約350名の学会員とともに「次世代に伝え継ぐ 日本の家庭料理」研究を実施し、青森県では柴田学園、青森県立保健大学の会員が調査いたしました。この研究結果は、料理のテーマ別に約1400品のレシピを収録した「伝え継ぐ 日本の家庭料理」シリーズ（本学会企画・編集、農文協出版）として16冊刊行し、この8月に全冊完結をいたしました。本シリーズは、2020年食生活ジャーナリスト大賞（食文化部門）を受賞しました。（詳細は家庭料理Webサイト参照：　http://www.jscs.ne.jp/katei/）
Ⅱ．調査の取組み 　
本調査の背景として、日本全国47都道府県の食生活を記録した「聞き書　日本の食生活全集」刊行から30年以上が経過していることが挙げられます。食生活や生活習慣、社会環境が変化するなかで、家庭料理や郷土料理も変化または消滅をしており、記録として残す必要がありました。そこで、（一社）日本調理科学会は、全国の学会員とともに①1960～1970年頃までの間に全国の各地域に定着していた家庭料理、②地域の人々が次の世代以降も作ってほしい、食べてほしいと願っている家庭料理を調査し、記録として残す活動を開始いたしました。それぞれの地域に伝わる家庭料理の味を共有し、次世代に伝え継いでいくことにつながる大切が研究だと考えます。
青森県では、津軽地域、南部地域、下北地域から25か所、41名の方々に「次世代に伝え継ぐ青森県の家庭料理」について聞き書き調査を実施しました。その調査内容をもとに40品目を選び、7か所で取材、料理撮影を行い、ごまおこわ　、せんべい汁、豆しとぎ、べごもち、鮭とたけのこのすし、若生おにぎりなどの35品目が、「伝え継ぐ　日本の家庭料理」シリーズに採用されました。掲載しきれない料理は、データベースの形で様々な場面で
利用できるようになる予定です。

今後も引き続き調査を実施し、青森県の家庭料理、郷土料理の記録、伝承に取り組んでいきます。
Ⅲ．公開学術記念講演  
2021年9月7日（火）14:00-17:00、オンライン配信にて公開学術講演会を開催いたします。学術団体が全国組織として全国で聞き書き調査を基に取り組む研究活動は他に類がありません。地域の食文化継承に貢献する活動として、より多くのみなさまに、特に青森県のみなさまにも是非ご紹介したいと思います。
この講演会は、(一社)日本調理科学会 創立50周年記念出版事業 「伝え継ぐ 日本の家庭料理」完結記念講演会と題し、家庭料理研究会・記念出版委員会のこれまでの活動・成果報告を兼ねております。

和食文化、地域の食文化、家庭料理の継承、郷土食の普及・啓発等にご興味ある方など全ての方が無料で、申し込みなく自由に参加できる講演会です。ぜひご参加ください。

●視聴方法：9月7日（火）　14：00～17：00
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大会HPトップページに表示されるYouTubeライブ配信（講演会中）のボタンをクリックして
ご視聴ください。大会HP：https://confit.atlas.jp/guide/event/ajscs2021/top
【青森県著作委員】
北山育子（柴田学園大学短期大学部）、真野由紀子（元東北女子短大）、安田智子（柴田学園大学短期大学部）、熊谷貴子（青森県立保健大学）、今井美和子（東北栄養専門学校）、澤田千晴（柴田学園大学短期大学部）、
下山春香（元東北女子短大）
　問い合わせ先；青森県著作委員責任者　北山育子（柴田学園大学短期大学部）　℡　0172-32-6151（代表）
